
 

 

１ 単元観 

第２学年では，新型コロナウイルス感染症の影響で，本来実施される予定であった「職場体験」が

中止となったため，発想を転換し,「私たちが地域のために何ができるか考え，行動しよう！」という

テーマを設定し，身近な地域の課題を見いだし，その改善策を考え提案するという学習を行うことに

した。 

本単元の学習においては，解決策の不明な現在の社会状況下で，何がより良い改善策になるのか考

えていくことになるので，この学習を通して，今後の社会においての必要となる「課題発見・解決

力」や「コミュニケーション力」を育成できると考える。 

 

２ 生徒の実態について 

本学年の生徒は，新型コロナウイルス感染症拡大の影響で地域行事の中止などにより，地域とのかか

わりも減ったため，積極的に社会参画する意識は高いとはいえない。しかし，自分を支えてくれた地域

のために，何か役に立ちたい，地域で起こっている出来事についてもっと知りたいという意欲は持って

いる。また，生徒同士は協力的であり，一つのことをみんなで成し遂げようと努力することができる。

普段の学習においては，班内での話し合いなどの小集団の交流はできるが，クラスや学年交流になる

と，自信のなさから，自分の意見を他者に伝えることが苦手と感じる生徒が多く，コミュニケーション

力が十分とはいえない。普段の学習において，班内の交流から全体への交流の時に,一人一人の考えを

伝え合う活動の場を十分に設定できていないのが課題である。 

 

３ 指導観 

 子どもの学びを充実させるために，学びの過程における各場面で，主体的な活動になるように生徒自

身でプロジェクトを進めさせたい。そこで，各クラスからリーダーを選出し，総合リーダー長とリーダー

を中心に学習を進める。課題設定の場面では，新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，因島がどの

ような課題に直面しているか，自らが地域に出て，地域の課題や問題点について調べる。課題解決の場面

では，地域の収集した課題から自分たちに何ができるか班ごとに考え，話し合い，プレゼンテーションを

行う。その中で課題解決に向けて自分たちでできることを具体的に決定する。選定したプロジェクトの

実行に向け，生徒一人ひとりが主体的，協働的に取り組む活動を通して，地域と自己の生き方のかかわり

について考えることにつなげたい。また，このようなプロジェクトの実行を通して，ふるさと因島への感

謝の思いと地域とのつながりの深さを実感させたい。 

 

 

 

 

 

 

第２学年 特別な教科 総合的な学習の時間 日時 令和２年 10月 13日（木） 第５校時 

単元名 Smileプロジェクト 

～因島に笑顔とつながりを～ 

学年・組 

人数 

第２学年Ａ組（男子 13名，女子 13名）， 

Ｂ組（男子 13名，女子 12名） 

指導者 相原美紀，安井盛一 場所 2年Ａ組教室，Ｂ組教室 



★ 『２年生 総合的な学習の時間』 構想図 （全２０時間） ★ 

 

 

 

 

生徒の願い 

・自分を支えてくれている地域のために

何か役に立ちたい。 

・地域や日本や世界で起こっている出来

事についてもっと知りたい。 

・自信が無くて，自分の意見を他者に伝

えることが苦手な自分を克服したい。 

・自他を大切にし，身近な差別やいじめ

等をなくしていきたい。 

教師の願い 

・中学校での学習を振り返り，生徒に地

域との深いつながりを実感させたい。 

・地域への貢献策を自分の言葉で表現す

ることにより，生徒に自信を持たせた

い。 

・人間相互の信頼関係の大切さを実感

し，日常生活でも行動できる人になっ

てほしい。 
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グローバル化する変化の激しい社会を生き抜き，世界で活躍できる人になるために 

～地域への感謝を表すための行動を起こし，自分の生き方を考える～ 

私たちが地域のために何ができるか考え，行動しよ

う！ 

テーマ：私たちを支えてくれている地域のために今できることは何だろう？ 

中学校２年間の学びの軌跡 

ふるさと・因島 ／ 海洋教育 ／ 防災マップづくり／HUG の

演習 ／ 仕事とは・事業所訪問学習等 

・新型コロナウイルスに際し，因島がどのよう

な課題に直面しているのか調べる。 

・課題解決のために，自分たちにできることを

出し合う。 

・自分たちが，これまで因島の人々とどのようにつながってきたのか。 

・具体的な行動の考案や工夫・改善を通して，ふるさとへの感謝の思いは深まっているか。 

ゴール：地域の課題解決に向けて自分たちにできることを具体的に決めて実行する

ことを通して，ふるさと因島への自分自身の感謝の思いとつながりの深さと

を実感できる。 

。 

 ・地域のためにできることを考え，実行するこ

とを通して，ふるさと因島が直面している現

状を実感する。 

・具体的な活動を通して，自分を支えてくれて

いる人への感謝の思いを実感・表現する。 

・自分たちを支えてくれている因島の人々の

ためにできることを考えることが，自分に

とってどんな意味があるのかを考える。 

・仲間と力を合わせて具体的な活動を行うことに

よる達成感を味わい，自信を持ってより良い社

会を形成していこうとする実践意欲を高める。 

・これまでの学びを振り返り，自分と因島の人々とのつながりを明確にする。 

・因島の現状を整理し，課題解決に向けて自分に何ができるかを考え，実行する。 

・具体的な活動を考える中で，自分が地域に支えられている地域の一員であることを実感する。 

・自己の成長や課題を丸ごと受け入れ，自信を持って生活していこうとする意欲を高める。 

他教科・領域

との関わり 

社会科 

日本社会の

特色 

中国・四国地

方 

道徳科 

『かどはき』 

社会参画 

C・（１２） 

国語科 

『盆土産』 

社会科， 

理科 

持続可能

な社会に

ついて考

えよう 



３．本時の展開 

本時の目標  

・各班の課題を解決するための具体的な取り組み案を，聞き手に伝わるように分かりやすく工夫し 

てプレゼンテーションを行うことができる。 

  ・他の班の提案をしっかり聞き，質疑応答で提案内容の理解を深めることができる。 

 

４ 本時の学習の展開  

学習活動 
指導上の留意点（◇） 

（◆）「努力を要する」と判断した生徒へ
の手立て 

評価規準 
 

（評価方法） 

 
 
１ 前時でまとめた取り組み案を班 

ごとに確認し，プレゼンテーシ
ョンの準備をする。 

 

◇プロジェクトの目的，実行までの見通し 

などを考えることで必要な視点に気づか 

せる。 

 

 

 

 

 

 
２ 各班のプレゼンテーションをす

る。 

 

 

 

  ・企画名，タイプ，企画内容など

必要なことをわかりやすく発

表する。 

  ・聞き手は，内容のメモを記入し

ながら聞く。 

  ・質疑応答をする。 

   

・各グループの発表 7グループ 

   発表（3分）⇒ 質疑応答 ⇒ 

   メモを整理（2分） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

◇事前に班ごとのプロジェクト案のタイト

ルだけ記入したワークシートを配布す

る。 

 

◇各グループの発表の後，プロジェクト案

交流シートの記入をさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・相手に伝えるべ

き内容を選択し，

分かりやすく表

現することがで

きる。（行動観察） 

 

 

 

 

 

３ 学習を振り返る 

 ・地域の元気やつながりを生み出 

すために，各班が考えた取り組み 

案を選定できるように交流プリン 

トの整理をする。 

◇他の班の発表を聞いて，自分の班の発表

の仕方を振りかえらせる。 

◇隣のクラスでもう一度発表するための準

備をする。 

・次時の取り組み
案の選定に向け
て，交流プリント
に記述されてい
るか。 

 

＜学習課題＞ 各グループで企画した内容を説明し，解決方法を選定する。 

＜めあて＞企画について説明を聞き，よりよい取り組み案を考えよう！ 



教師の話し合いのデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助発問 自分たちで考えたプロジェクト案をみんなにわかりやすく伝えよう。 

深める発問 地域が笑顔とつながりを生み出すために，やってみたいプロジェクトは何か。 

コロナウイルス感染症拡大の

影響があるから，どこまででき

るか。 

みんなと交流できるようなも

のにしたい。 

自分たちがやって楽しいもの

がいい。 

主発問 どんなプロジェクトの取り組み案がよいかしっかり考えながら，交流しよう。 

生徒の考え① 

・制作タイプの取り組み

案がある。 

 

 

生徒の考え② 

・実演タイプの取り組み 

案がある。 

生徒の考え③ 

・色々な取り組み案があ

る。 

生徒の考え① 

どうやったらわかりやすく伝え

られるか。 

生徒の考え② 

どんなプロジェクト案があるか。 



２年総合的な学習の時間         “ＳＭＩＬＥプロジェクト”学習の流れ 

順 分野 題材 学  習  内  容 活動場所 

１回 

6/25 

ガイダンス 

課題意識 

PP 

身近な課題 

ガイダンス 

・２学期の学習する内容をつかむ。 

中学校・クラス 

２回 

7/2 

聞き取り調査

計画 

家族と地域

の方々 

・家族が感じている課題を整理する。 

・情報が必要な年代に対する聞き取り調査の計

画を立てる。 

・質問内容・分担の計画を立てる。 

中学校・クラス 

３回 

7/9 

聞き取り調査 分担聞き取り

調査 

・担当する事業所等に訪問し，質問をして情報を

集める。 

・学校へ帰着後，記録用紙に整理する。 

中学校・学年 

中庄町内・電話 

４回 

7/16 

課題の整理 

課題設定 

調査一覧 

追究したい課題 

・調査結果の報告をする。（クラス⇒他クラス） 

・課題を整理し，追究したい課題を決定する。 

中学校・クラス 

⇒学年 

５回 
10/1 

課題の解決 グループ編成 

企画書の作成 

・課題の解決に向けて，分野の担当を決める。 

（Ａ：制作型 Ｂ：実演型 Ｃ：その他） 

・分担して企画を作る。 

（① 企画名 ②内容 ③必要人員  

④実施計画 ⑤予算 等） 

中学校・学年・ 

クラス 

６回 

10/2 

課題の解決 

方法 

企画書の作成 ・担当分野に関する企画書を作る。 

・プレゼンテーションの打ち合わせ・練習をする。 

中学校・学年 

クラス 

★ ７回  

（本時）

10/13 

課題の解決 

方法 

プ レゼンテ

ーション 

解決方法の決定 

・各グループが企画した内容を説明する。（質疑

応答で提案内容の理解を深める。） 

・解決方法を決定する。 

中学校・学年 

各教室 

８回 

10/22 

課題の解決 

・見通し 

組織づくり 

担当別の計

画作成 

・解決方法に合った（必要な）組織を作る。（部署

とメンバー） 

・部署ごとに，プロジェクト実施までの計画を立

てる。 

中学校・学年 

クラス 

９回 

11/5.12 

課題の解決 

・準備 

制作・練習 ・部署ごとに制作や練習を行う。 

（最初にリーダーが目標・内容を確認し，最後に

進捗状況を確認する⇒統括係に報告） 

中学校・学年 

クラス 

１０回 

11/19 

課題の解決 

・準備 

制作・練習 ・部署ごとに制作や練習を行う。 

（最初にリーダーが目標・内容を確認し，最後に

進捗状況を確認する⇒統括係に報告） 

中学校・学年 

クラス 

１１回 

11/26 

リハーサル 制作物の提示・ 

実演の実施等 

・制作物・実演のリハーサルを行い，気づきや改

善点を出し合う（相互アドバイス）。 

・アドバイスをもとに，部署ごとに当日の計画を

修正する。 

中学校・学年 

体育館 

１２回 

12/10 

課題の解決 

・実行 

制作物の提示・ 

実演の実施等 

・制作物の提示又は実演の実施を行う。 

・参観者・参加者等にアンケートを行う。 

中学校・学年 

中庄町内・電話

等 

１３回 

12/15 

振り返り アンケートの

集約・分析 

・アンケート結果を集約し，「つながり」「元気」の

視点から振り返るとともに，新たな課題を見出

す。 

中学校・学年 

クラス 

１４回 

1/16 

他学年への報

告 

文化発表会 ・記録班の映像・画像をもとに，課題の設定から

実施・振り返りまでの学習活動の概要を発表す

る。※別途，準備時間を設ける。 

中学校・学年 

 


